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１．はじめに 

紙カルテは文書の記載だけでなく，図表を用いた
り，診療に必要な資料を貼り付けたりと，自由な構成
で作成されている．電子カルテでは記載が規格化さ
れているため紙カルテに比べて自由度が著しく損な
われる可能性がある．心臓カテーテル検査および治
療においては，その所見や治療計画などについて
シェーマを活用しながらカルテに記載することが有
効である．従来，紙の上で行われているこのようなカ
ルテ記載をコンピュータ上で行うための直観的なイ
ンタフェースとして，冠動脈造影所見の記載および
カテーテル治療計画を支援し操作できるシステムを
開発した． 
２．システムの概要 

本システム(図１)では，コロナリーシェーマのテン
プレートに対して狭窄の部位や程度を簡便に記載
することができる．血管上にマウスカーソルをのせる
と，血管の名称等をシステムの右上に表示する．表
示される血管名称の分類や所見の記載は，広く用
いられているAHA (American Heart Association) 学
会報告に基づく記載方法[1]に近い形で行うことがで
きる．インタフェースのデザインに当たっては，広く使
われているWindows アプリケーションに準じて作成
しており，はじめて本システムに触れるユーザでも短
期間で使い方を習得できるようになっている． 
 本システムでは，マウスのドラッグ操作で狭窄や血
管・バイパスなどを自由に描き加えたり，削除したり
することができる．描かれた血管がすでにある血管
に接続されている場合には，接続部の形状が適切
に表現される．また，血管の末端は徐々に細くなるよ
うに表現される．血管の形状を変更する場合には，
ドラッグで既存の血管をつかんで移動する．この操
作は，細かい形状特徴を保持しながら全体の形状を
変形するという特殊な形状変形アルゴリズム[2]を利
用している．また，手書きで描かれた血管を滑らかに
するためのツールとして，smoothingツールを用意し
ており，目的とする血管に対してドラッグでこするよう
な操作を行うと，徐々に細かい凸凹が無くなり滑らか
に変化する． 

狭窄を記入した場合には狭窄の種類と狭窄率を

図１： コロナリーシェーマの記載例 
 

記入できる．狭窄率が 100%に設定された場合には，
血流がそこから先には届かないことを示すため，そこ
から先の血管は幅をもたない線として表示される．枝
分かれがある場合にも，自動的に検出されて適切に
処理される．ステント処置などによって狭窄率が
100％で無くなった場合には，下流の血管の表示も
線表示から通常表示に戻される．  
３．まとめ 

心臓カテーテル検査における所見記載および治
療計画のための直観的なインタフェースを開発した．
これにより，従来の紙面上でのカルテ記載では実現
できなかったバイパス手術後の血管回復なども視覚
化することが可能となった．電子カルテとしての利用
のほか，患者への治療計画の効果的な説明ツール
としての応用も考えられる．  
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